
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故

か
ら
15
年
、｢

原
発
ゼ
ロ
と
住
民

本
位
の
復
興
を
求
め
る
８･

30
ふ

く
し
ま
集
会｣

が
、
福
島
市
パ
ル

セ
い
い
ざ
か
で
開
か
れ
た
。

開
会
に
先
立
っ
て
コ
ー
プ

ふ
く
し
ま
河
野
雪
子
副
理
事

長
か
ら
、
生
協
や
県
漁
協
な

ど
が
呼
び
か
け
た
「
ア
ル
プ

ス
処
理
水
の
海
洋
放
出
反
対
」

署
名
が
大
き
く
広
が
り
、
25

万
７
０
５
０
筆
を
経
産
省
お

よ
び
東
電
へ
提
出
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
住
民
の
声
を

反
映
し
た
復
興
を
求
め
た
。

日
本
共
産
党
の
岩
渕
友
参

議
院
議
員
は
、
原
発
回
帰
方
針
と
国

の
責
任
を
回
避
す
る
姿
勢
、
原
発
リ

プ
レ
ー
ス
へ
の
公
的
融
資
な
ど
を
批

判
。
再
エ
ネ
出
力
抑
制
を
や
め
さ
せ
、

徹
底
し
た
省
エ
ネ
と
地
域
共
生
型
再

エ
ネ
へ
の
本
格
的
転
換
を
呼
び
か
け

た
。

基
調
報
告
で
は
、
ふ
く
し
ま
復
興

共
同
セ
ン
タ
ー
の
野
木
代
表
委
員
が
、

国
の
原
発
回
帰
政
策
を
批
判
。
原
発

事
故
は
二
度
と
起
こ
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
、
そ
の
最
大
の
保
証
は
原
発
ゼ

ロ
し
か
な
い
と
強
調
し
た
。

福
島
の
現
状
に
つ
い
て
、
廃
炉
作

業
・
デ
ブ
リ
取
り
出
し
が
難
航
し
、

２
号
機
で
試
験
的
に
０･

９
ｇ
を
取
り

出
し
た
も
の
の
、
総
量
約
８
８
０
ト
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●
照
明
、
高
効
率
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
進
め
れ
ば
、
原
発
の
再

稼
働
は
不
要
で
す
。CO2

排

出
量
も
減
ら
せ
ま
す
●
福
島

農
民
連
の
機
関
紙
「HONAMI

３
月
号
」
。
タ
イ
ト
ル
は
「
原
発/

火
発
は

不
要
！
省
エ
ネ/

再
エ
ネ
普
及
で
地
球
環
境

を
守
り
、
経
済
の
好
循
環
を
」
で
す
。
８

月
30
日
の
福
島
大
集
会
で
の
福
島
農
民
連

佐
々
木
さ
ん
か
ら
の
報
告
に
、
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
省
エ
ネ

に
最
も
即
効
性
が
高
い
も
の
で
す
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
は
電
気
代
の
大
幅
な
削
減
に
な
る
と

同
時
に
、
重
要
な
こ
と
は
、
様
々
な
照
明

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

年
間
約
５
０
０
億
Ｋ
Wh
規
模
で
電
力
の
削

減
が
可
能
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
百
万
Kw

級
の
原
発
約
７
基
分
に
相
当
し
ま
す
●
一

方
、
27
年
に
は
、
現
在
の
蛍
光
灯
の
製
造/

輸
入
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
一
気
に
公
的
機

関
、
企
業
、
家
庭
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が

加
速
す
る
で
し
ょ
う
。
政
府
・
経
産
省
が

言
う｢

原
発
最
大
限
活
用｣

な
ど
は
自
ら
進

め
る
省
エ
ネ
政
策
と
全
く
相
容
れ
な
い
も

の
で
す
。
省
エ
ネ
を
進
め
れ
ば
、
原
発
再

稼
働
な
ど
不
要
な
の
で
す
●
福
島
の
現
状

が
示
す
よ
う
に
、
原
発
で
事
故
が
起
こ
れ

ば
、
人
々
の
生
活･

生
業
に
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
続
け
ま
す
。
原
発
は
使
用
済
燃
料

を
初
め
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
な
ど
、

負
の
遺
産
し
か
残
し
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
無

用
の
長
物
で
す
。
人
々
の
命･

暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
、
直
ち
に
全
原
発
廃
炉
を

選
択
す
る
べ
き
で
す
。(

立
石

雅
昭)

第450号

(

二
面)

福
島
原
発
デ
ブ
リ
問
題
、

政
府｢

棄
民
政
策｣

大
会
目
次

(

三
面)

東
通･

大
間
原
発

福
島
視
察

(

四
面)

浜
岡
原
発

審
査
長
期
化

∧
全
国
交
流
集
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
∨司会

＝
柳
町
秀
一
・
原
住
連
事
務
局
長

一
、
開
会
あ
い
さ
つ

山
本

雅
彦
さ
ん
（
原
発
住
民
運
動
福
井
・
嶺
南
セ
ン
タ
ー
）

一
、
来
賓
あ
い
さ
つ

中
嶌

哲
演
さ
ん
（
原
発
設
置
反
対
小
浜
市
民
の
会
）

木
下

興
さ
ん
（
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
）

山
本
富
士
夫
さ
ん
（
日
本
科
学
者
会
議
）

笠
井

亮
さ
ん
（
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
）

一
、
記
念
講
演
「
老
朽
原
発
の
危
険
を
語
る
」

後
藤
政
志
さ
ん
（
元
東
芝
原
子
炉
設
計
者
）

一
、
特
別
報
告
「
能
登
半
島
地
震
の
原
発
へ
の
警
告
」

立
石
雅
昭
さ
ん
（
新
潟
大
学
名
誉
教
授
・
地
質
学
）

―
―
昼
食
―
―

一
、
反
原
発
の
歌
―
「
福
井
の
う
た
ご
え
合
唱
団
」

一
、
問
題
提
起

持
田
繁
義
・
原
住
連
筆
頭
代
表
委
員

一
、
各
地
か
ら
の
報
告

一
、
「
若
狭
湾
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
」
」
提
案
と
採
択

一
、
集
会
の
「
ま
と
め
」

持
田
繁
義
・
筆
頭
代
表
委
員

一
、
閉
会
あ
い
さ
つ

林

広
員
さ
ん
（
原
発
問
題
住
民
運
動
福
井
県
連
絡
会
）


